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大きなサツマイモと
力くらべ ! !
大きなサツマイモと
力くらべ ! !

（関連記事は５頁に記載）（関連記事は５頁に記載）
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民 　 生 　 費

教 　 育 　 費

公 　 債 　 費

総 　 務 　 費

衛 　 生 　 費

消 　 防 　 費

災 害 復 旧 費

農 林 水 産 業 費

議 　 会 　 費

土 　 木 　 費

そ 　 の 　 他

歳 出 合 計

21億8,855万9千円

19億3,274万2千円

14億3,074万3千円

13億6,995万2千円

8億2,844万7千円

4億3,348万3千円

8億5,914万1千円

4億4,306万2千円

1億4,071万7千円

8億309万7千円

1億9,033万5千円

106億2,027万8千円

8億526万円

7億8,127万6千円

6億7,762万4千円

5億3,512万8千円

3億8,563万2千円

2億618万8千円

1億2,617万4千円

8,671万8千円

7,752万1千円

7,678万3千円

9,329万円

38億5,159万4千円

科　　目 予　算　額 支　出　額

基　　金

土　地

　うち借用

建　物

山　林

土　地

建　物

行政財産

普通財産

35億3,417万2千円

804,629ｍ

439,158ｍ

117,992ｍ

2,216,316ｍ

141,600ｍ

173ｍ

財政調整基金

公共施設整備基金

地域福祉振興基金

減債基金

ふるさと創生基金

生活環境整備基金

その他の基金

17億9,594万9千円

8億2,624万4千円

2億7,783万5千円

1億2,757万1千円

1億104万7千円

9,204万9千円

3億1,347万7千円

●主な町の財産● ●基金の内訳●

ふるさと創生基金

公共施設整備基金

町の特性を生かした町づくり事業に充てる

ための基金。

保健福祉事業や教育・スポーツ事業及びそ
の施設整備の財源などに充てるための基金。
※町に交付された「競輪事業の収益の１％」
　を財源とする。

2億5,000万円

2億5,000万円

3,000万円

3,000万円

900万円

900万円

生活環境整備基金 町の生活環境の整備充実を図るための基金。 水道事業会計補助金
（塩子緊急連絡管工事）

常北中学校建設事業

ふ れ あ い の 船 事 業

　町では、町民の皆さんからお預かりした税金がどの
ように使われているか等の予算の執行状況をお知らせ
するため、年２回、｢財政状況の公表」を行っています。
　今回は、平成23年９月30日現在の予算の執行状況を
お知らせします。

議　会　費
土　木　費
そ　の　他

7,752万1千円 (2.0％)
7,678万3千円 (2.0％)

9,329万円 (2.4％)

一般会計

消 　 防 　 費
災 害 復 旧 費
農林水産業費

2億618万8千円 (5.4％)
1億2,617万4千円 (3.2％)

8,671万8千円 (2.3％)

民　生　費
8億526万円
民　生　費
8億526万円

(20.9％)(20.9％)

公　債　費
6億7,762万4千円

公　債　費
6億7,762万4千円

(17.6％)(17.6％)

総　務　費
5億3,512万8千円

総　務　費
5億3,512万8千円

(13.9％)(13.9％)

教　育　費
7億8,127万6千円

教　育　費
7億8,127万6千円

(20.3％)(20.3％)

(10.0％)(10.0％)

衛　生　費
3億8,563万2千円

衛　生　費
3億8,563万2千円

●基金の充当先事業●
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地 方 交 付 税

町　 　税

国 庫 支 出 金

地方消費税交付金

繰 　 越 　 金

地 方 譲 与 税

使用料及び手数料

県 支 出 金

町 　　債

そ 　 の 　 他

歳 入 合 計

41億4,276万1千円

19億8,276万5千円

11億1,503万2千円

1億6,626万6千円

4,568万7千円

1億5,259万9千円

1億1,689万9千円

4億8,725万8千円

10億7,491万2千円

13億3,609万9千円

106億2,027万8千円

40億8,292万1千円

12億8,837万6千円

2億3,468万9千円

9,013万2千円

4,568万7千円

4,552万5千円

4,380万9千円

4,144万5千円

0円

1億8,687万1千円

60億5,945万5千円

科　　目 予　算　額 収　入　額

会　　　計　　　名 予　算　額 収　入　額  支　出　額

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 ( 事 業 勘 定 )

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 ( 施 設 勘 定 )

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計 ( 保 険 事 業 勘 定 )

介護保険特別会計(介護サービス事業勘定)

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計

23億6,445万6千円

2億4,927万5千円

2億664万9千円

14億4,136万6千円

414万5千円

13億8,105万2千円

7億1,734万1千円

9億986万5千円

1億661万3千円

5,437万円

6億9,379万8千円

181万8千円

7,334万7千円

1,723万円

10億532万5千円

1億1,318万8千円

5,294万6千円

6億4,098万円

97万円

2億5,302万2千円

1億6,339万5千円

◆特別会計◆

一般会計

2億3,468万9千円 (3.9％)
9,013万2千円 (1.5％)
4,568万7千円 (0.8％)
4,552万5千円 (0.8％)

使用料及び手数料
県 支 出 金
そ 　 の 　 他

4,380万9千円 (0.7％)
4,144万5千円 (0.7％)

1億8,687万1千円 (2.9％)

国 庫 支 出 金
地方消費税交付金
繰 　 越 　 金
地 方 譲 与 税

地方交付税
40億8,292万1千円

地方交付税
40億8,292万1千円

(67.4％)(67.4％)

町　税
12億8,837万6千円

町　税
12億8,837万6千円

(21.3％)(21.3％)

問合せ　企画財政課　
　 029 -288 - 3111 (内線233)

水道事業会計 予　算　額 執  行  済  額

水道事業収益

水道事業費用

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

6億7,713万円

6億7,713万円

2億7,341万7千円

5億468万7千円

3億3,922万1千円

1億3,414万6千円

0円

1億1,670万2千円

◆公営企業会計◆ ■地方債及び一時借入金■

地 方 債 現 在 高

一 時 借 入 金 現 在 高

238億3,965万9千円

112億8,617万円

0円

3

うち一般会計分地方債現在高



連携・協力

町

警察 町民・事業者

冷蔵倉庫用家屋（非木造）に対する固定資産税について

4

　この条例は、暴力団が町民等の生活および事業活動に不当な影響を与えることがないよう、城里町からの

暴力団の排除に関して、基本理念を定め、町と町民等の責務等を明らかにすることで、安全で平穏な生活の

確保と社会経済の健全な発展を目指しています。

問合せ　総務課　　029‐288‐3111（内線224）

　固定資産評価基準の改正により、平成24年分の固定資産税から、一定の設備を有する非木

造の冷蔵倉庫用建物の固定資産税評価額の計算方法が変わります。

　対象となる冷蔵倉庫用建物については現地調査等が必要となりますので、税務課にご連絡

ください。

※常温倉庫内のプレハブ冷蔵庫・業務用冷蔵庫は除きます。

※築後、一般倉庫として基準年数を経過した建物は、該当しない場合があります。

 対象となる冷蔵倉庫家屋（下記の全てに該当すること）

問合せ　税務課  　029‐288‐3111　（内線121、122）

　□非木造（鉄筋コンクリート造・鉄骨造・軽量鉄骨造等）である。

　□倉庫内は、常時摂氏10℃以下に保たれている。

　□倉庫そのものに冷蔵機能が備えてある。

　□冷蔵倉庫家屋の冷蔵倉庫部分が床面積の50％以上である。

　○町民の協力を得ながら、関係機関と連携して暴力団排除

　　の施策を推進します。

　○公共工事をはじめとして、町の事務・事業から暴力団を

　　排除します。

　○青少年に対して、暴力団への加入防止、暴力団員による

　　犯罪被害防止のための教育を推進します。

　○暴力団員等の不当な要求に応じないようにしましょう。

　○暴力団排除につながる情報を得た場合には、町や警察に情報提供をしましょう。

 町の責務

 町民・事業者の責務

暴力団には「その存在を許さ
ない」という毅然（きぜん）と

した対応をしましょう。

いわゆる「みかじめ料」などの
お金を渡すことは絶対にやめ

ましょう。

債権回収や問題解決などに暴
力団を利用してはいけません。

暴力団を恐れない
暴力団に

資金を提供しない 暴力団を利用しない

冷蔵倉庫用家屋（非木造）に対する固定資産税について
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城里町軟式野球連盟大会9
18 25 常北運動公園ほか

　町内の10チームが参加して行われた秋季大会
の結果は次のとおりです。

第18回城北地方中学新人サッカー大会9
4 17 上古内多目的運動広場・うぐいすの里

　近隣の中学校12校が参加して行われた本大会
で常北中学校が第３位の成績を収めました。

　永年にわたって人権擁護活動に尽くされた功績

により、人権擁護委員の杉山宗市さん（上入野）が

法務大臣表彰を受賞しました。

　杉山さんは、平成10年12月に人権擁護委員の委
嘱を受けてから現在に至

るまで12年にわたり町内
はもとより水戸地方法務

局管内で人権擁護と人権

思想の普及・啓発に取り

組んでこられました。

　町では杉山さんをはじ

め、７人の人権擁護委員

が活躍しています。

法務大臣表彰を受賞10
5

　ＪＡ水戸から子どもたちの食育推進及び農産品

の地産地消推進のためにと、町内の小中学校にコ

シヒカリ240kgが
寄贈されました。

　寄贈された米は

町内の小学校で給

食の時間などに子

どもたちが食べる

予定です。

JA水戸が町内の小・中学校に新米を寄贈9
22

　第10回那珂川鮎釣り茨城大会2011が開催され、
全国から70人が参加しました。
　那珂川は鮎の釣り場として全国的にも有名で、

６月から９月には県外からも多くの釣り愛好者が

訪れています。

　大会は約４時間行われ、16匹を釣り上げた栃木
県鹿沼市の御子貝善紀さんが優勝しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　この大会では

　　　　　　　　　　　　　　　義援金の募金箱

　　　　　　　　　　　　　　　が設置され、集

　　　　　　　　　　　　　　　められた義援金

　　　　　　　　　　　　　　　は町の復興のた

　　　　　　　　　　　　　　　めに寄贈されま

　　　　　　　　　　　　　　　した。

那珂川河川敷

那珂川で鮎釣り大会9
18

　みごとな秋晴れの中、常北幼稚園の園児が春に

植えたサツマイモの収穫を行いました。

　今年は天候が良かったためか、園児の顔よりも

大きく育ったサツマイモがたくさん採れました。

　大きなサツマイモを見つけた園児は、全身の力

を込めてサツマイモのツルを引っ張りながら一生

懸命掘りあげていました。

常北幼稚園

大きなおイモがたくさんとれたよ！10
7

優　勝　笠間中学校
準優勝　小川南中学校

第３位　常北中学校
敢闘賞　大宮中学校

優　勝　城里ジャポン
準優勝　スラッガーズ

第３位　エラーズ
　同　　ナックルズ

優勝した城里ジャポン

常北中学校サッカー部



広　告

　
青
少
年
育
成
城
里
町
民
会
議
が
、

町
内
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た「
家
庭

の
日
」図
画
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
受

賞
作
品
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

城
里
１
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
表
彰
式
は
11
月
19
日（
土
）

午
前
９
時
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
城
里
１
階
サ
ー
ク
ル
室
に
て
開

催
し
ま
す
。

展
示
期
間
　

　
11
月
15
日（
火
）〜
22
日（
火
）

※
19
日（
土
）午
後
と
20
日（
日
）を
除

　
く
。

展
示
内
容

　
○
図
画
の
部
【
小
学
生
】

　
　
最
優
秀
賞
６
点
　
優
秀
賞
12
点

　
○
作
文
の
部
【
中
学
生
】

　
　
最
優
秀
賞
３
点
　
優
秀
賞
６
点

　
老
齢
年
金
は
、
雑
所
得
と
し
て
所

得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
課
税
対
象
と
な
る
受
給
者
の
方
に

は
、
11
月
上
旬
ま
で
に
日
本
年
金
機

構
か
ら
扶
養
親
族
等
申
告
書
が
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入

し
、
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
こ
の
申
告
に
よ
り
、
翌
年
中
に
受

け
ら
れ
る
年
金
に
か
か
る
所
得
税
の

源
泉
徴
収
税
額
が
決
ま
り
ま
す
。
申

告
書
を
提
出
し
な
い
と
各
種
控
除
が

受
け
ら
れ
ず
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収

税
額
が
本
来
よ
り
多
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
年
金
以
外
に
収
入
が
あ
る

方
は
確
定
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

課
税
対
象
者

○
65
歳
未
満
で
年
金
額
１
０
８
万
円

　
以
上
の
方

○
65
歳
以
上
で
年
金
額
１
５
８
万
円

　
以
上
の
方

※
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
受
給
者
に

　
は
、
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

提
出
期
限
　
12
月
１
日（
木
）

　
水
戸
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
が
経
営
す
る
総
合
老
人
保
健
セ
ン

タ
ー「
ひ
ぬ
ま
荘
」は
、
昭
和
49
年
12

月
１
日
の
開
所
以
来
37
年
間
に
わ
た

り
、
構
成
市
町
村
の
高
齢
者
を
は
じ

め
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
施

設
の
浴
室
棟
が
損
傷
し
、
修
復
困
難

な
こ
と
か
ら
、
平
成
23
年
９
月
末
日

を
も
っ
て
閉
館
し
ま
し
た
。

　
誰
も
が
犯
罪
被
害
者
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　
犯
罪
被
害
者
へ
の
理
解
と
配
慮
が
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
へ

つ
な
が
り
ま
す
。
地
域
一
帯
と
な
っ

て
、
犯
罪
防
止
や
犯
罪
被
害
者
の
た

め
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

お

知

ら

せ

11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
は

「
犯
罪
被
害
者
週
間
」で
す
。

「
家
庭
の
日
」図
画
・
作
文
コ
ン
ク

ー
ル
受
賞
作
品
の
展
示
に
つ
い
て

年
金
受
給
権
者
の
皆
さ
ん
へ「
扶
養
親

族
等
申
告
書
」を
提
出
し
ま
し
ょ
う

問
合
せ  

教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
０
２
９
‐
２
８
８
‐
３
１
３
５

総
合
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー

「
ひ
ぬ
ま
荘
」の
閉
館
に
つ
い
て

問
合
せ
　
水
戸
地
方
広
域
市
町
村

　
圏
事
務
組
合 

　
　
０
２
９
‐
２
９
３
‐
７
３
５
５

問
合
せ
　
保
険
課（
内
線
３
７
２
）

　
　
０
２
９
‐
２
８
８
‐
３
１
１
１

　
水
戸
南
年
金
事
務
所

　
　
０
２
９
‐
２
２
７
‐
３
２
５
３

問
合
せ
　
健
康
福
祉
課

　
　
０
２
９
‐
２
４
０
‐
６
５
５
０

6



き り と り 線

き り と り 線

の り し ろ

の り し ろ

の

り

し

ろ

件　名

住
所

氏
名

職
業

電
話

番
号

年
齢

　町では、より多くの町民の皆さんに町政に参加していただくため、封書による提案制度を設けていま

す。

　日常生活や地域での課題など、町政に関する自由なご意見・ご提案を町にお寄せください。

　なお、いただいたご意見・ご提案につきましては、できる限り町政に反映させるとともに、個人情報

を伏せたうえで、公表させていただくことがあります。

　また、ご意見・ご提案の内容が町に関するものでない場合、相当の機関に回付させていただく場合が

あります。

　●この封書は、平成24年３月31日まで有効です。

　●封書は切手を貼らずにポストに投函してください。

　●無記名のものにはお答えできませんので、必ず住所・氏名・電話番号を明記してください。

問合せ　総務課　  029‐288‐3111（内線211、214)

あなたの声を町政に!
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料金受取人払郵便

差出有効期間
平成24年３月
31日まで

切手をはらずに
お出しください

水戸支店承認

3625 東
茨
城
郡
城
里
町
石
塚
一
四
二
八
―
二
五

受
取
人

(

城
里
町
総
務
課
秘
書
・
広
報
広
聴
Ｇ
扱
い)

城

里

町

長

行

3 1 0 8 7 9 0
あ な た の 声 を 町 政 に！

●町では、より多くの皆さんのご意見をお聞きして町政に

　反映させたいと考えています。あなたの城里町政へのご

　意見・ご提案をお寄せください。

●また、町ホームページ内でインターネットによる提案も

　受け付けていますので、ぜひご活用ください。

http://www.town.shirosato.lg.jp/
soumu @ town.shirosato. lg.jp

封筒の作り方

　切り取り線に沿って

　紙面から切り取り、

　この面が外側になる

　ように中央を折りま

　す。

　あて先を下にして、

　のりしろを図のよう

　にはり合わせます。

　切手をはらずその

　まま近くのポスト

　へ投かんしてくだ

　さい。

き り と り 線

き り と り 線

8

　国民健康保険の医療費が年々増加しています。このまま医療費が増え続けると、医療保険制度の運営
が困難になり、みなさんの保険税の負担も増えることになります。そうならないためにも、日ごろから
健康に注意し、医療費の節約を心がけましょう。

問合せ　保険課　　029‐288‐3111（内線372）

　かかりつけの医師をもち、継続的に受診すること
で、体質や病歴、生活習慣、健康状態などをトータ
ルに把握してもらうことができ、適切な治療やアド
バイスが得られます。 

　重複受診とは、同じ病気で複数の病院を受診するこ
とをいいます。病院ごとに検査や処置、投薬などをや
り直すため、医療費の無駄が生じ、度重なる検査や投
薬により体に悪影響が生じることも心配されます。

　症状の軽い方が時間外に受診すると医師の負担と
なるばかりか、急病人の治療に支障をきたす恐れが
あります。また、時間外受診は割増料金となるため、
医療費が高くなります。

　年に１度の健康診断は、自分の健康を知る大きな
手がかりとなります。病気の早期発見・早期治療は、
慢性疾患などの生活習慣病を予防・改善するために
は欠かせません。



広　告

　
３
年
間
の
生
徒
課
程
を
修
了
す
る

と
防
衛
大
学
校
・
航
空
学
生
の
受
験

資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

応
募
資
格
　
平
成
７
年
４
月
２
日
か

　
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
の
間
に
生

　
ま
れ
た
男
子

入
校
時
期
　
平
成
24
年
４
月
上
旬

　（
学
校
所
在
地
／
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

※
入
校
と
同
時
に
提
携
す
る
高
等
学

　
校（
通
信
制
）に
入
学
し
ま
す
。

教
育
内
容
　
一
般
高
校
と
同
じ
学
科

　
と
各
種
技
術
の
基
礎（
全
寮
制
）

※
３
年
間
の
教
育
終
了
時
に
は
、高
等

　
学
校
卒
業
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

手
　
　
当
　
月
額
９
４ 

９
０
０
円

　
期
末
手
当 

年
２
回

衣 

食 

住
　
無
料
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

受
付
期
間
　
11
月
１
日（
火
）〜
平
成

　
24
年
１
月
６
日（
金
）

試 

験 

日
　
第
１
次
試
験
　
平
成
24

　
年
１
月
14
日（
土
） 

　
職
場
で
の
男
女
差
別
や
セ
ク
ハ
ラ
、

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、
女
性
に
対
す

る
あ
ら
ゆ
る
人
権
侵
害
に
つ
い
て
電

話
で
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

期
　
間
　
11
月
14
日
（
月
）
〜
20
日

　（
日
）

時
　
間
　
平
日
／
午
前
８
時
30
分
〜

　
午
後
７
時
、
土
・
日
曜
日
／
午
前

　
10
時
〜
午
後
５
時

電
話
番
号
　（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
　
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局

　
職
員

　
司
法
書
士
が
賃
金
未
払
い
や
サ
ー

ビ
ス
残
業
な
ど
、
労
働
ト
ラ
ブ
ル
に

関
す
る
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
　
時
　
11
月
23
日（
水
・
祝
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

電
話
番
号
　

　
　
０
２
９
‐
３
０
２
‐
３
５
６
２

　
　
０
２
９
‐
３
０
２
‐
３
５
６
３

　
商
工
業
・
農
業
関
係
団
体
等
に
よ

る
物
品
販
売
や
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど
、

多
数
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
11
月
19
日（
土
）、
20
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
　
所
　
常
北
運
動
公
園

　
※
雨
天
時
も
開
催
し
ま
す
。

●
第
17
回
東
海
Ｉ
〜
Ｍ
Ｏ
の
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
東
海
村
）

日
　
時
　
11
月
23
日（
水
・
祝
）

　
午
前
８
時
45
分
〜
午
後
３
時
30
分

場
　
所
　
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど

内
　
容
　
さ
つ
ま
い
も
に
関
す
る
各

　
種
イ
ベ
ン
ト
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ

　
ー
、
吹
奏
楽
演
奏
、
太
鼓
演
奏
等

イ

ベ

ン

ト

自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
を

募
集
し
ま
す

　
相
　
　
談
　

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」強
化
週
間

無
料
電
話
相
談
　
全
国
一
斉
労

働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

お
で
か
け
く
だ
さ
い
！

問
合
せ
　
町
民
課（
内
線
１
１
１
）

　
　
０
２
９
‐
２
８
８
‐
３
１
１
１

　
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部
水
戸

　
案
内
所

　
　
０
２
９
‐
２
２
６
‐
９
２
９
４

　
　h

q
1
-ib

a
ra

k
i@

p
c
o
.m

o
d
.

　 g
o
.jp

　
　h

ttp
://w

w
w

.m
o
d
.g

o
.j

　 p
/p

c
o
/ib

a
ra

k
i/

問
合
せ
　

　
水
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　
０
２
９
‐
２
２
７
‐
９
９
１
９

問
合
せ
　
茨
城
司
法
書
士
会

　
　
０
２
９
‐
２
２
５
‐
０
１
１
１

が
ん
ば
っ
ぺ
よ
！
し
ろ
さ
と『
城

里
町
民
ま
つ
り
』を
開
催
し
ま
す

問
合
せ
　
町
観
光
協
会（
産
業
振
興

　
課
内
）（
内
線
３
８
１
） 

　
　
０
２
９
‐
２
８
８
‐
３
１
１
１

問
合
せ
　
東
海
Ｉ
〜
Ｍ
Ｏ
の
ま
つ

　
り
運
営
協
議
会（
経
済
課
内
）

　
　
０
２
９
‐
２
８
２
‐
１
７
１
１
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こ
れ
を
見
た
患
者
さ
ん
か
ら「
歯

医
者
さ
ん
と
糖
尿
病
は
関
係
が
あ

る
の
で
す
か
？
」
と
聞
か
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ご
存

知
の「
歯
周
病
」は
一
般
に
は
歯
槽

膿
漏（
し
そ
う
の
う
ろ
う
）と
い
わ

れ
て
い
る
歯
茎（
歯
肉
）の
病
気
で
、

歯
茎
が
は
れ
た
り
、
歯
磨
き
で
血

が
出
た
り
、
い
つ
の
間
に
か
歯
が

ぐ
ら
つ
き
、
最
後
に
は
歯
が
抜
け

落
ち
た
り
す
る
病
気
で
す
。

　
歯
科
で
は
糖
尿
病
が
悪
化
す
る

と
歯
周
病
に
な
り
や
す
い
こ
と
が

以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

糖
尿
病
が
悪
化
す
る
と
　
唾
液（
だ

え
き
）
が
減
っ
て
口
の
中
の
細
菌

が
清
掃
さ
れ
に
く
く
な
り
、
菌
が

増
え
る
。
　
口
の
中
に
糖
分
が
増

え
る
と
歯
周
病
菌
が
繁
殖
し
や
す

く
な
る
。
な
ど
の
理
由
が
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
血
糖
値
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
で
き
て
い
な
い
と
歯
科

の
治
療
だ
け
で
は
歯
周
病
が
良
く

な
ら
ず
、
歯
周
病
菌
が
作
り
出
す

物
質
が
血
糖
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
を
阻
害
し
、

糖
尿
病
の
悪
化
を
招
く
こ
と
も
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
糖
尿

病
の
治
療
に
は
歯
科
の
歯
周
病
治

療
が
必
要
な
こ
と
と
、
歯
周
病
の

治
療
に
は
糖
尿
病
の
治
療
が
必
要

な
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
医

科
と
歯
科
の
相
互
に
協
力
体
制
を

整
え
る
た
め
、
表
題
の
よ
う
な
登

録
証
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
心
筋
梗
塞
は
心
臓
の
血

管
が
詰
ま
っ
て
起
き
る
こ
と
は
ご

存
知
の
と
お
り
で
す
が
、
詰
ま
っ

た
血
管
の
中
か
ら
も
歯
周
病
菌
が

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

今
秋
に
は
虫
歯
菌
に
脳
出
血
を
促

す
タ
イ
プ
が
あ
る
こ
と
が
発
見
さ

れ
ま
し
た
。

　
日
本
人
の
８
％
が
保
有
す
る
菌

で
保
菌
者
の
脳
出
血
リ
ス
ク
は
そ

う
で
な
い
人
の
４
か
ら
５
倍
で
脳

出
血
患
者
の
約
３
割
が
保
菌
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
口
腔
内

の
虫
歯
菌
や
歯
周
病
菌
を
完
全
に

除
菌
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
が
、

し
っ
か
り
と
歯
磨
き
を
す
る
こ
と
、

定
期
健
診
で
の
歯
石
除
去
な
ど
の

物
理
的
方
法
や
、
消
化
、
殺
菌
、

免
疫
成
分
を
持
つ
唾
液
の
分
泌
を

促
す
た
め
、
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る

食
習
慣
で
有
害
な
菌
を
減
ら
す
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
今
回
は
少
し
怖
い
お
話
に
な
り

ま
し
た
が
、
健
康
は
口
か
ら
始
ま

る
こ
と
を
念
頭
に
お
き
日
常
の
口

腔
ケ
ア
を
心
が
け
健
康
で
豊
か
な

生
涯
を
送
れ
る
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
。

「
日
本
糖
尿
病
協
会
歯
科
医
師

　
　
　
　
登
録
医
証
」に
つ
い
て

　県では、ひきこもり対策の総合調整機関として、「ひきこもり相談支援センター」を設
置しています。社会福祉士や精神保健福祉士が相談に応じ、保健、福祉、医療、教育、
労働等の適切な関係機関へつなぐことができます。

ひきこもり相談センター　水戸市笠原町993‐2　（県精神保健福祉センター内）
相談時間　平日　午前９時～午後４時　相談専用電話番号　　029‐244‐1571
問 合 せ　県障害福祉課　　029‐301‐3368

●
第
九
回
特
別
弔
慰
金
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21
年
３
月
31
日
の
間
に
、
死
亡
な
ど

に
よ
り
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方（
戦
没
者
の
妻
な
ど
）が

い
な
く
な
っ
た
場
合
、戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺
族（
戦
没
者
の
子
や

兄
弟
姉
妹
）で
先
順
位
の
方
に
、戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰

金（
第
九
回
特
別
弔
慰
金
）が
支
給
さ
れ
ま
す
。
請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と

時
効
に
よ
り
権
利
が
消
滅
し
、
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
該
当
す
る
方
は
、
お
早
目
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

請
求
期
限
　
平
成
24
年
４
月
２
日
ま
で

●
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
の
請
求
受
付
開
始

　
増
加
恩
給
等
を
受
給
し
て
い
る
戦
傷
病
者
の
妻
の
方
に
対
し
て
、
特

別
給
付
金（
記
名
国
債
）が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
　
象
　

　
　
平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
23
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
夫
が

　
　
戦
傷
病
者
と
し
て
増
加
恩
給
等
を
初
め
て
受
け
た
方
　

　
　
平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
23
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
増
加

　
　
恩
給
等
を
受
け
て
い
る
戦
傷
病
者
と
婚
姻
し
た
方
　

　
　
平
成
15
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
18
年
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
増
加

　
　
恩
給
等
を
受
給
し
て
い
た
夫
で
あ
る
戦
傷
病
者
が
、
一
般
の
怪
我

　
　
や
病
気
で
死
亡（
平
病
死
）し
た
方

給
付
金
　

　
◇
第
二
十
五
回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券「
い
号
」額
面
15
万
円
　

　
　（
軽
傷
者
は
７
万
５
千
円
）

　
◇
第
十
三
回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券「
か
号
」額
面
５
万
円

請
求
期
限
　
平
成
26
年
９
月
30
日
ま
で

請
求
先
・
問
合
せ
　
健
康
福
祉
課
　
　
０
２
９
‐
２
４
０
‐
６
５
５
０
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城
里
町
歯
科
医
師
会

Dr.
健
康
コ
ラ
ム

歯科歯科



　埼玉大学の沢崎俊之教授をお招きして、１年生
がアサーション演習を行いました。「アサーション

（assertion）」とは自分と他者の両方を大切にする自
己表現の考え方で、昨年度より本校ではキャリア
教育の一環として１年生が演習に取り組んでいま
す。

・断り方にもいろいろな言い方があることがわかり
　ました。相手の気持ちを考えて会話しようと思い
　ました。
・自分と相手で、見えているものが違うと話が通じ
　ないということがこの演習でわかりました。まず
　は自分の気持ちを伝えてから話をした方が相手と
　話しやすくなるということもわかりました。
・自分の自己表現のタイプが３つのタイプの内のど
　れにあたるかがわかり、なるほどと思いました。

　９月16日にスタートした高校生の就職試験で、10月19日現在20人中
18人が内定という、決定率90％の快進撃を続けています。内定をいた
だいた事業所は以下のとおりです。
　　　　　　　　　　　　　　　　（株）コメリ・（株）富士フイルムオ
　　　　　　　　　　　　　　　　プティクス・（株）カラフル・社会
　　　　　　　　　　　　　　　　福祉法人翠清福祉会・（株）河辺鉄
　　　　　　　　　　　　　　　　工水戸工場・（株）大川精螺・瀧本
　　　　　　　　　　　　　　　　電設工業（株）・品川重工（株）・三
　　　　　　　　　　　　　　　　甲（株）・国際ロジテック（株）・美
　　　　　　　　　　　　　　　　和木材・博仁会・かさまグリーン
　　　　　　　　　　　　　　　　ハウス・誠芳会・(株)QUATRO・ミ
　　　　　　　　　　　　　　　　サワ医科工業(株)

　10月14日に開催された
「茨城県高等学校総合文化
祭」囲碁大会（９路盤大会）
で、石澤拓也君（常北中出
身）、大内祐輝君（常北中
出身）、舟橋優希君（常北
中出身）の２年生３名が、
46人中の上位12名に入り、
舟橋君はみごと第３位に
入賞しました。
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　毎週水曜日の朝、本校下の消防署前で生徒による「朝のあいさつ運動」が行われていま
す。生徒会役員と各種委員会の生徒が街頭に立ち、登校してくる生徒たちと大きな声で
あいさつを交しています。
　また９月30日には、本校ＰＴＡが年に４回実施している朝の登校指導と合同で、保護
者の皆さんと一緒にあいさつ運動を実施しました。

９月14日の進路出陣式の様子

～現在決定率
　  　　　90％～

９
月
14
日
の
風
景

９
月
30
日
の
風
景



爽
や
か
や
バ
ス
降
り
る
子
ら「
あ
り

が
と
う
」
　
　
　 

今
瀬
多
代
美

秋
夕
焼
海
　
の
波
重
な
れ
り

　
　
　
　
　
　
　 

鯉
渕
寿
美
恵

蕎
麦
の
花
白
一
面
の
揺
れ
て
を
り

　
　
　
　
　
　
　 

仲
田
ま
ち
ゑ

新
米
の
湯
気
と
香
り
を
供
へ
け
り

　
　
　
　
　
　
　 

い
そ
べ
き
よ

長
廊
下
転
が
る
物
の
音
涼
し

　
　
　
　
　
　
　 

飯
田
　
勇
一

リ
フ
ト
よ
り
見
ゆ
る
磐
梯
紅
葉
山

　
　
　
　
　
　
　 

森
　
　
静
江

秋
高
し
輪
島
朝
市
海
の
幸

　
　
　
　
　
　
　 

飯
村
　
昭
子

赤
蜻
蛉
放
す
就
職
活
動
中

　
　
　
　
　
　
　 

竹
内
　
幸
子

秋
夕
焼
観
音
堂
へ
上
り
坂

　
　
　
　
　
　
　 

一
杉
　
常
子

秋
桜
遠
き
日
防
空
壕
に
散
り

　
　
　
　
　
　
　 

寺
門
　
孝
子

衣
被
し
み
じ
み
遠
し
父
と
母

　
　
　
　
　
　
　 

瀬
谷
　
博
子

孫
気
だ
て
元
気
を
く
れ
る
敬
老
日

　
　
　
　
　
　
　 

岩
下
　
金
司

川
少
し
濁
り
の
見
え
て
秋
日
和

　
　
　
　
　
　
　 

田
口
　
勝
元

岩
ひ
ば
や
水
た
っ
ぷ
り
と
秋
の
露

　
　
　
　
　
　
　 

富
田
　
欽
子

善
光
寺
夫
道
び
く
や
暗
の
み
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
　
義
子

年
金
日
孫
は
肩
も
み
忘
れ
な
い

　
　
　
　
　
　
　 

青
木
新
三
郎

増
税
も
縁
な
き
我
が
身
コ
ッ
プ
酒

　
　
　
　
　
　
　 

富
田
　
多
蔵

腰
ま
げ
て
考
え
込
ん
で
る
稲
穂
か
な

　
　
　
　
　
　
　 

飯
村
　
孝
一

撓
わ
な
る
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
穫
り

お
れ
ば
小
綬
鶏
の
声
甲
高
な
朝

　
　
　
　
　
　
　 

青
　
　
京
子

惜
し
み
て
も
還
ら
ぬ
い
の
ち
前
向
き

に
生
き
ゐ
し
人
の
あ
の
日
あ
の
と
き

　
　
　
　
　
　
　 

大
森
　
久
子

夕
さ
れ
ば
開
く
花
あ
り
葉
を
閉
づ

る
草
あ
り
夏
を
共
に
生
き
ゐ
る

　
　
　
　
　
　
　 

渡
辺
千
紗
子

戦
争
と
地
震
と
台
風
に
耐
え
生
き
し

八
十
路
の
わ
た
し
は
女
孫
と
旅
せ
り

　
　
　
　
　
　
　 

山
形
　
式
妙

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
包
め
る
紙
で
夫
の

折
る
鶴
は
小
さ
く
美
し
き
金
色

　
　
　
　
　
　
　 

所
　
美
恵
子

試
合
に
は
勝
ち
て
猛
暑
に
負
け
る
な

と
サ
ッ
カ
ー
少
年
の
孫
を
励
ま
す

　
　
　
　
　
　
　 

杉
山
み
ち
こ

収
穫
の
終
わ
り
し
谷
津
田
に
二
羽
の

鳩
仲
良
く
並
ん
で
落
穂
つ
い
ば
む

　
　
　
　
　
　
　 

鶴
田
　
す
が

七
十
人
一
糸
乱
れ
ぬ
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
に
送
る
拍
手
惜
し
ま
ず

　
　
　
　
　
　
　 

薗
部
　
光
子

見
の
限
り
そ
ば
の
畑
は
花
満
て
り

そ
よ
が
す
風
も
無
く
白
じ
ろ
と

　
　
　
　
　
　
　 

枝
　
　
不
美

斯
く
生
き
て
ゆ
け
と
や
秋
の
地
に

低
く
茗
荷
の
白
き
残
り
花
咲
く

　
　
　
　
　
　
　 

片
見
　
和
枝

酔
芙
蓉
の
純
白
の
花
淡
紅
に
一
と

日
の
い
の
ち
変
へ
ゆ
く
神
秘

　
　
　
　
　
　
　 

川
上
千
代
子

何
處
よ
り
流
れ
来
た
る
か
橋
脚
に

木
槿
一
株
白
き
花
持
つ

　
　
　
　
　
　
　 

島
　
　
愛
子

道
標
の
傍
に
熟
る
る「
ホ
ホ
ヅ
キ
」

を
一
粒
揉
み
つ
つ
遊
歩
終
へ
た
り

　
　
　
　
　
　
　 

多
田
志
保
子

い
ろ
い
ろ
な
紅
葉
な
し
た
る
柿
落

葉
拾
い
帰
り
て
押
し
葉
作
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　 

坪
井
き
よ
子

白
組
の
応
援
の
旗
体
ご
と
振
り
い

る
孫
の
真
剣
な
顔

　
　
　
　
　
　
　 

萩
谷
登
喜
子

魚
追
ひ
て
白
鷺
一
羽
立
つ
が
見
ゆ

増
水
し
た
る
那
珂
川
の
洲
に

　
　
　
　
　
　
　 

冨
田
佐
智
子

相談内容 日　時 場　所 相 談 員内　容　等 問　合　せ

心配ごと相談

コミュニティセ
ンター城里３階

コミュニティセ
ンター城里３階

  9日(水)
30日(水)

10:00～12:00

町の相談員、
弁護士

内容／家庭内の心配ごと、
　交通事故、結婚、離婚、
　遺産相続、土地問題など

社会福祉協議会
　 029‐288‐7013

消費生活相談

弁護士

内容／悪質商法や多重債務
　などの消費者トラブル
※事前に電話で申し込み

教育相談 常北公民館

毎週
月・水・金曜日
9:00～16:00

16日(水)
10:00～12:00

消費生活相
談員

産業振興課

毎週月曜日
13:00～17:00

町の教育相
談員

内容／教育に関すること全般
　 029-288-2409
　 soudan@town.shirosato.
lg.jp

教育委員会事務局
　 029‐288‐3135

常北保健福祉
センター

22日(火)
13:30～16:30

こころの
相談会

精神保健福
祉士、保健師

内容／こころの病気に関す
　ることなど
※事前に電話で申し込み

産業振興課
　 029‐288‐3111

（内線385）

健康福祉課
　 029‐240‐6550

か

み
ょ
う
が
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き
ぬ
か
つ
ぎ

あ
か
と
ん
ぼ

な

い

か
た
え

は

う
お

つ
ま

む
く
げ

い
ず
こひ

と
つ

ま

ご



日 月 火 水 木 金 土

▼かけがえのない贈り物／

向田和子／文芸春秋▼ケイ

ン・コスギのカッコいいＢ

ＯＤＹになりたい／ケイン

・コスギ／講談社▼自殺す

るのがアホらしくなる本／

的場光昭／展転社▼これは

真実か! ? 日本歴史の謎100

物語　１～10／岩崎書店▼

47都道府県・地野菜／伝統

野菜百科／成瀬宇平／丸善

上空より藤前遺跡全景 藤前遺跡（手前）と並松遺跡（奥）

藤前遺跡住居跡

上空より並松遺跡全景

藤前遺跡出土  須恵器刻書あり

並松遺跡堀跡土層断面
藤前遺跡出土  墨書土器

藤前遺跡出土  土師器甕

藤前遺跡出土  土製品

火～金　10:00～18:00
土・日　10:00～17:00
■休館日
　おはなし会　11:00から

新着図書から 藤
前
遺
跡
・
　
　
　 

 

並
松
遺
跡
紹
介
展
示
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30 31
222118 2019 

17 16 15 14 11 12 13 
10 9

2 3
7 8654

28 2925 26 27
23 24

12/1

11/1 2 3 54
7 86 11 12 10 9

15 14 13 18 19 17 16 
222120 23 25 2624

28 2927 30

　
国
道
一
二
三
号
桂
常
北
バ
イ
パ
ス

の
道
路
整
備
事
業
に
先
立
ち
、
道
路

予
定
地
内
に
あ
る
藤
前
・
並
松
両
遺

跡
の
発
掘
調
査
が
平
成
22
年
に
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
場
所
は
笠
間
街
道
入

口
交
差
点
の
東
側
で
、
那
珂
川
右
岸

の
標
高
46
メ
ー
ト
ル
の
台
地
上
に
二

つ
の
遺
跡
が
近
接
し
て
立
地
し
て
い

ま
す
。

　
調
査
の
結
果
、
藤
前
遺
跡
で
は
竪

穴
住
居
跡
43
軒
、
掘
立
柱
建
物
跡
10

棟
、
溝
跡
６
条
等
が
、
並
松
遺
跡
で

は
竪
穴
住
居
跡
４
軒
、
堀
跡
１
条
、

溝
跡
２
条
等
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
藤
前
・
並
松
遺
跡
の
集
落
は
、
と

も
に
奈
良
・
平
安
時
代
の
も
の
で
、

二
つ
の
遺
跡
が
近
接
し
て
お
り
、
同

じ
時
期
の
住
居
跡
が
確
認
で
き
た
こ

と
か
ら
、
一
つ
の
大
き
な
集
落
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
並
松
遺
跡
で
確
認
で
き
た

堀
跡
は
、
中
世
石
塚
氏
の
居
城
で
あ

っ
た
石
塚
城
の
外
堀
跡
と
考
え
ら
れ
、

現
存
す
る
内
堀
跡
と
と
も
に
城
の
作

り
方
を
考
え
る
上
で
大
変
貴
重
な
資

料
に
な
る
も
の
で
す
。

　
主
な
遺
物
と
し
て
、
藤
前
遺
跡
か

ら
は
土
師
器
、
須
恵
器
、
土
製
品
、

石
器
、
金
属
製
品
、
並
松
遺
跡
か
ら

は
土
師
器
、
須
恵
器
、
土
師
質
土
器
、

陶
磁
器
、
石
器
、
金
属
製
品
、
馬
歯

等
が
そ
れ
ぞ
れ
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

　
郷
土
資
料
館
で
は
、
今
回
の
調
査

の
成
果
を
パ
ネ
ル
・
出
土
遺
物
を
展

示
し
て
紹
介
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

■
会
期
　
11
月
９
日（
水
）〜

　
　
　
　
　
　
　
　
12
月
21
日（
水
）

　（
会
期
中
出
土
遺
物
の
展
示
替
え
あ
り
）

■
場
所
　
図
書
館
・
郷
土
資
料
館

　
玄
関
ホ
ー
ル

■
協
力
（
財
）茨
城
県
教
育
財
団



11月生まれの
１才は

人５

納税には、簡単で便利な口座
振替をご利用ください

町 人口の
10月１日現在

の今月 納税等

人口

男

女

世帯

21,504人

10,538人

10,966人

7,432世帯

人　数

－27

－８

－19

＋３

前月比

14 

11月１日発行

暴れん坊の凱ぼっちゃま！
元気いっぱい育ってね

父
・
陽
庸
さ
ん
　
母
・
由
紀
さ
ん

　
木
　
凱
悠

と
き
ひ
さ

11月３日生まれ

男は泣かない！！
女は愛嬌
　　　秋本家のおきて

父
・
直
也
さ
ん
　
母
・
朱
美
さ
ん

秋
本
　
一
翔

い

ち

と

11月11日生まれ

く
ん
（
阿
波
山
）

く
ん
（
塩
子
）

　10月２日（日）に茨城町の県立消防学校において第62回茨城県消防ポンプ

操法競技大会県央地区大会が開催されました。

　操法大会は、地域で活動している消防団員が、訓練として行う一連の消

火操作の速さ・正確さを競うものです。

　町からは「ポンプ車操法の部」に常北支

団第２分団（那珂西・上泉）、「小型ポンプ操

法の部」に七会支団第３分団（小勝）が出場

しました。

　大会では、小型ポンプの部に出場した七

会支団第３分団が見事優勝を果たし、さら

に七会支団の１番員清水秀幸さん、２番員

小瀬康弘さん、３番員阿久津尚典さんの３

人が優秀選手賞を受賞しました。

　なお、小型ポンプの部で優勝した七会支団第３分団は、11月19日（土）に

行われる平成24年度全国消防操法大会選考会に出場予定です。

今大会の出場選手は次のとおりです。（敬称略）

県央地区消防操法大会小型ポンプの部で

国民健康保険税 （ ７  期 ）

住宅使用料 （11月分）

農集排使用料 （11月分）

下水道使用料 （11月分）

水道使用料 （11月分）

後期高齢者医療保険料（ ５  期 ）

○ポンプ車操法の部 ○小型ポンプ操法の部

指揮者　　森島　宗一

１番員　　祐川　祐一

２番員　　三村　高志

３番員　　丹下　孝志

４番員　　丹下　祐一

補助員　　栗林　　潤

指揮者　　阿久津　崇

１番員　　清水　秀幸

２番員　　小瀬　康弘

３番員　　阿久津尚典

補助員　　　倉　泰啓


